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研究成果の概要（和文）：この研究の目的は、歯科衛生士を対象とした頸部の聴診を伴う専門的口腔ケア教育システム
を開発することである。本研究では、歯科衛生士教育において口腔機能管理に関する実践力の強化を目的として、頸部
聴診可能な専門的口腔ケア教育技術教育システムの開発を目指した。開発の根拠データを収集するため、病院または介
護施設に勤務する看護師、歯科衛生士等の医療職による標準的なオーラルケアシステムを分析し、新しい教育シミュレ
ータを開発した。さらには、その開発したシミュレータを用いて、歯科衛生士学生、歯科衛生士、および看護師等の医
療職を対象とした口腔ケアの教育・研修を行い、本研究にて開発した教育プログラムの検証を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is　to develop the education system of the professional 
oral care with the cervical auscultation for the dental dental hyginists.To achieve this purpose, we 
tried to develop professional oral care education system using oral management simulator that make us 
possible to simulate cervical auscultation. In advance for this study, we provided questionnaire research 
about the functions to be needed by medical and　nursing care staff who provide oral care in the hospital 
and nursing home. From the results, we decided to add the function to simulate cervical auscultation for 
assessment of saliva aspiration to oral management simulator and develop new educational program. We 
provide the educational program for the dental hygienist student, dental hygienist, nurses, etc to check 
the program.

研究分野：歯科衛生学

キーワード： 口腔機能管理シミュレータ　専門的口腔ケア　歯科衛生士　口腔ケア実態調査　口腔ケア教育プログラ
ム　頸部聴診
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１．研究開始当初の背景 
	
 歯科衛生士による専門的口腔ケアを必要
とする高齢者や摂食・嚥下障害を有する患者
あるいは周術期の人工呼吸器挿管患者は，
様々なリスクを伴うことが多く，頸部聴診な
どの十分な術前アセスメントを行った後，誤
嚥の危険性やバイタルサインの変化に配慮
しつつ，また全身状態を注意深く観察しなが
ら，安全かつ効果的に，そして迅速に口腔ケ
アを行う必要がある(Kishimoto et al，2010)．
歯科衛生士教育，特に臨床実習の段階で，こ
の一連の高度な技術を経験し，「実践力」を
高めることは卒業後の即戦力として活躍す
るために必要不可欠である．しかしながら，
上記の目的を達成するための口腔ケアの技
術習得に特化したシミュレータなど，適切な
教材が存在しないため (星野他，日衛教育誌，
2011)，臨床実習前に十分な訓練を行うこと
ができず，結果として臨床実習においても術
者として口腔ケアを実施できず，見学あるい
は補助によって学習せざるを得ないのが現
状であった． 
	
 そこで、申請者は口腔ケアに特化したシミ
ュレータの開発に着手し，歯学教育で用いら
れている顎模型などを組み合わせた試作品
を製作し，これに気管内チューブ等を装着し
て人工呼吸器患者を再現したものを，本学学
生の口腔ケア実習に試行した．実習後に行っ
た構造・機能の有用性に関するアンケート調
査では，多くの肯定的な回答を得たが，同時
に，様々な症例のそれぞれに応じた個別的な
口腔ケア技術を，的確にかつ臨床実践的に学
修できる口腔ケアに特化したシミュレータ
の開発 （試作品の発展的改良）および，そ
れを用いて頸部聴診などの術前アセスメン
ト，術中の誤嚥のモニタリングあるいはヒヤ
リハットなどのリスク対応を含む，一連の専
門的口腔ケア技術を包括的に教授する教育
システムの必要性 が浮き彫りとなり，本申
請課題の着想につながった． 
 
２．研究の目的 
	
 本研究では、これまでに開発した試作のシ
ミュレータをさらに発展させ、口腔ケアの技
術・知識を臨床実践的に修得できるシミュレ
ータを開発するとともに、開発したシミュレ
ータを用いた口腔ケア教育システムを開発、
応用、評価することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
1) 試作シミュレータの改良・開発 
	
 試作シミュレータを改良し、	
 歯科衛生
士学生を対象に改良版口腔ケアシミュレー
タを応用した口腔ケア実習を行い、その修
得上の課題を明確にしたうえで、更なるシ
ミュレータの改良を検討した。 

2) 口腔ケア教育システムの開発、応用、評価 
本研究で開発したシミュレータを応用し
た口腔ケアの学修効果を高めるための学
修方法を構築するとともに、口腔のケアに

関連する科目の整理を行い、歯科衛生士学
生へ実践し、その教育効果を検証した。 

	
 
４．研究成果	
 
1) 試作シミュレータの改良・開発 

これまで、2012 年に開発した試作シミ
ュレータ(図 1)においては、ヒトの生体
イメージから乖離しており、歯科衛生士
学生が試作シミュレータに対して口腔
ケアを行う際の体位調整および患者へ
の配慮において、修得が不十分であった。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 図１．試作口腔ケアシミュレータ(１代目)	
 

	
 
また、口腔内の歯列については、健全な
状態となっており、う蝕、歯周疾患等の
状態についてアセスメントすることが
できないなどの課題が挙げられた。口腔
のケアの対象者は、様々な疾患や障害を
伴っている場合や、う蝕、歯周疾患、粘
膜疾患や口腔衛生状態など口腔内の症
例、療養中の場所(病院、介護施設、在宅
など)によって、口腔ケアの対応は多様で
ある。このため、それらを改善するため
に、シミュレータの改良板を製作した(図
2—1〜3)．改良版口腔ケアシミュレータ
においては、ヒト型の顔貌および上半身
の外観、頸部の伸展・回旋などの可動性
を不要、鼻腔・気管の形態の再現、口腔
内はう蝕、欠損、咬耗、補綴物、義歯、
動揺歯、脱落歯などの再現、口腔粘膜の
性状・形態、伸展性などの改良などを施
した。 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 2-1	
 改良版口腔ケアシミュレータ(2代目)	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 2-2 改良版口腔ケアシミュレータの口腔内	
 



 

 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 2-2 改良版口腔ケアシミュレータの口腔内	
 
(左：上顎、右：下顎)	
 
	
 
	
 改良版口腔ケアシミュレータ(2 代目)を応
用した口腔ケア実習においては、下半身が付
与されていないため、ベッド上でのケアの際
のベッド角度問の体位調整で安定した設定
が困難であった。また、患者座位の設定に際
しては、シミュレータの足が欠落しているた
めに、術者となる学生は、患者の正面に立っ
た姿勢で行う者が多く認められた。これらの
問題を解決するために、全身型のシミュレー
タに改良したものを試作口腔機能管理シミ
ュレータ(MANABOT 試作	
 YH-1：株式会社ニッ
シン)とした。(図 3-1.2)。MANABOT 試作	
 YH-1
においては、口腔ケアの際に生じることがあ
る気管や咽頭部への水分や除去した汚れの
落ち込みによる誤嚥や窒息のリスクを修得
するために、咽頭部・気管・食道構造を付与
した。(図 3-2)	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 3-1 試作口腔機能管理シミュレータ(3 代
目)	
 
(MANABOT 試作	
 YH-1：株式会社ニッシン)	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 3-2 試作口腔機能管理シミュレータ(3 代
名)の気管・咽頭部の再現	
 
(MANABOT 試作	
 YH-1：株式会社ニッシン)	
 
さらに株式会社ニッシ	
 
ンの協力の下、改良を	
 
行い、顔貌、全身の形	
 
態をより生体に近い高	
 
齢者を再現し、体位調	
 
整に重要となる頸部、	
 
上肢・下肢の関節が可	
 
動する機能を付与したシミュレータを製品
版として開発した(図 4)。	
 
	
 
	
 
図 4.製品版口腔機能管理シミュレータ	
 
(MANABOT®：株式会社ニッシン)	
 

	
 本研究の最終目的である頸部聴診可能な
専門的口腔ケア技術教育のために MANABOT®
の頸部を改良し、頸部聴診システムを組み込
んだものを作成した(図 5)。携帯型ミュージ
ックプレイヤーに呼吸音や痰の貯留音など
の聴部聴診音データを組み込むことができ
るものである。聴診音をもとに、口腔ケアの
前後に患者の呼吸音を聴診し、誤嚥や呼吸状
態のアセスメントを学修することが可能で
あり、口腔咽頭吸引の必要性の判断、吸引前
後の呼吸音の確認の手技が口腔ケアの一連
の手順として学修することができる。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 5.頸部聴診システムの組み込み	
 
	
 
2) 口腔ケア教育システムの開発、応用、評価 
	
 歯科衛生士学生 15 名を対象に専門的口腔
ケアに関する講義および実習を行い，実習直
後のレポートおよび質問紙を基にケアの教
育効果について検討した． 
	
 実習内容は相互実習ならびに本シミュレ
ータの利用である．相互実習はベッドサイド
ならびに片麻痺の車椅子上の患者アセスメ
ントおよび口腔ケアを行った．本シミュレー
タを用いた実習では，経鼻栄養チューブ装着
患者のアセスメントおよび口腔ケア，人工呼
吸器の経口挿管患者の口腔ケアを行った．経
口挿管患者の口腔ケア実習においては，ワー
クショップ形式(以下，WS)を取り入れ，１グ
ループ 6 クールの実習プログラムを組んだ．
各クール終了後に口腔ケアの手技，連携，リ
スク管理および患者への配慮等に関する問
題点を抽出させ，その解決策を次のクールに
反映させた．なお，今回の研究にあたり対象
の学生に説明し，同意を得た．経口挿管患者
の口腔ケア実習について，WS の参加につい
て 100％が役に立ったと回答し， 93.3％は
WS の討議に積極的な参加ができたと回答し
た． 
	
 経口挿管患者の口腔ケア実習においては，
歯および粘膜の清掃とケアに伴う保湿など
の手技については自他評価ともに全員が問
題なく実施できたと回答した．気管チューブ
の保持，小型ライトの操作，術野の確保，カ
フ圧計の操作，体位調整に関する問題点が実
習前半で多く列挙されたが実習の後半では
改善が認められ，問題点が減少した．一方で，
アセスメントに関しては実習前半ならびに
後半とも認められ，清潔操作，リスクに対す
る対応，吸引操作に関する問題点が実習後半
に増加した．シミュレータを使用した実習に
ついては全員が口腔のケアの習得に役立っ
たと回答し，臨床実習期間中あるいは前後に
口腔ケアの学習教材として本シミュレータ



 

 

を利用することを希望していた．  
	
 動画学習を併用することにより，学生各々
のペースで繰り返し口腔ケアの手順や手技
の注意点を確認できたことが，より学習効果
を高めた．また，本シミュレータでは，学生
相互実習では体験できない病態が再現され
たことにより，部分床義歯の着脱と清掃方法，
ブリッジの清掃，歯間ブラシ，粘膜ブラシな
どの清掃方法を練習できるようになった．こ
のことから，病態および処置歯を含む口腔環
境に対するアセスメント力の向上および清
掃技術の習得につながり，経口挿管患者の口
腔ケア手技を円滑に実施できた．さらに，本
シミュレータにおいてリスクの高い経口挿
管患者を想定した状態を再現することによ
り，体位調整，カフ圧計やチューブ保持の操
作など，日常での実施頻度が低い手技につい
て繰り返し体験でき，患者への負担なく一連
の口腔ケアの手技を習得することが可能に
なる．今後は，病室で日常的に用いられてい
る医療機器に関する知識や取り扱いについ
ても重点を置いた教育が必要になると考え
られた. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 口腔ケアに関連する教育科目の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 実習までの授業および事前学修の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 疾患のステージに応じた口腔ケアの学
修内容およびケアに伴うリスクの評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆口腔ケアシミュレータの総合評価は 
 
 
 
図 9 口腔ケア教育システム導入による学生
の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 口腔ケアの学修効果を高める方策と目
標 
 
まとめ 
・	
 実習までに，講義と動画媒体を用いた事
前学習，グループ学習を併用することに
より，口腔のケアについて高い学習効果
が得られる．また、学生間で，ケアの技
術についての評価と問題点について解決
策を検討しながら実習を行うことにより，
後半の実習で，改善が認められた，(図
7-10) 

・	
 重症度の高い症例が再現されたシミュレ
ータ(図 8)においては臨床実習前後や卒
後の口腔ケア学習も可能であり，高い学
習効果が期待できると考えられた．した
がって，口腔ケアの実践力を向上させる
ためには，口腔ケアの基本知識と技術(図
12-1,2)に加え，口腔ケアシミュレータを
用いて反復練習と課題解決能力を養成す
ることが重要であることが示唆された。
(図 11) 

・	
 口腔のケアの対象者は、様々な疾患や障
害を伴っている場合や、う蝕、歯周疾患、
粘膜疾患や口腔衛生状態など口腔内の症
例、療養中の場所(病院、介護施設、在宅
など)によって、口腔ケアの対応は多様で
ある(図 12,13)。学習者である歯科衛生士
学生は、歯科衛生士養成機関の定員、実
習環境、担当教員の経験なども異なるが、

歯科衛生士教育における口腔ケアに関す
る教育の標準化を図る必要がある。今後
は、歯科衛生士養成機関と連携しながら、
新たな教育システムを検討していく予定
である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 12 口腔機能管理シミュレータ(MANABOT®)
を活用した実習内容	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 13	
 口腔機能管理シミュレータ(MANABOT®)
の患者設定の例	
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